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新しい文化政策プロジェクト 2025 年勉強会シリーズ 

第４回 問屋街の挑戦――仙台・卸町で考える、社会の分母としての文化のまちづくり 

◆共催 せんだい◎文化のまちづくり部 

  

日時 2025 年 12 月 13 日（土）14：00～16：00 

会場 INTILAQ(インティラック)東北イノベーションセンター クラスルーム１ 

参加者 

発話 吉川由美氏（文化事業ディレクター・演出家） 

八巻寿文氏（せんだい演劇工房 10-BOX 二代目工房長・国境なき劇団代表） 

武田要二氏（協同組合仙台卸商センター元専務理事・まちづくりコーディネーター） 

司会 すずき佳子（当プロジェクトメンバー／スタディスト） 

大島光春、佐野真由子、山田奨治、山本麻友美（以上プロジェクトメンバー）他、計 32 名 

 

 

本勉強会は、提言発表後に関心を寄せてくださった地域を巡りながら実施しているシリーズである。今

回は、プロジェクトメンバーであるすずき佳子氏の活動拠点でもある仙台での開催となり、「新しい文化

政策プロジェクト」としては初の東北開催。開催前週には、青森県東方沖を震源とする地震が発生し、「北

海道・三陸沖後発地震注意情報」が発令される状況下での実施となった。 

 

今回は、仙台市東部に位置する卸町——卸問屋が集積する地域——におけるまちづくりの実践につい

て、当事者から話をうかがった。 

 

最初に、東北各地で地域資源を生かしたアートプロジェクトを展開してこられたプロデューサーで演

出家の吉川由美氏から、卸町の成り立ちとこれまでの取り組みの概要が紹介された。 

戦後、焼け野原となった仙台では、東一番丁通りに多くの商店が並び、昭和 30～40 年代の高度経済成

長期には「商品を並べれば売れる」時代を迎えた。商店には大規模な倉庫が必要となり、東部の田園地帯

に倉庫を求め、1970 年に総合卸売団地として集団移転、協同組合が設立された。当時は約 3 万人が働く

「ビジネスのプロの町」として活気に満ちていた。 

現在は、組合加盟社数は 264 社。2000 年代以降、就業人口は約 5,000 人規模まで減少。そんな中、

2002 年にせんだい演劇工房 10-BOX が開館し、地域の文化拠点として多様な事業が展開された。2011 年

の東日本大震災を経て、2015 年には地下鉄が開通。用途変更や規制緩和も進み、同年、建築家・阿部仁

史氏の設計による復興公営住宅が完成し、卸町は「働く町」から「人が住む町」へと変化していった。 

 

次に、10-BOX 二代目工房長であり、せんだい 3.11 メモリアル交流館館長も務められた八巻寿文氏か

らのお話が続いた。 

八巻氏は美術家として活動し、帝国劇場などで舞台照明など裏方の仕事を経験した後、仙台に戻る。仙

台市市民文化事業団のスタッフとなり 2005 年より 10-BOX の工房長に就任。当時の仙台は未だ「箱物行

政」の只中で、東京から著名な芸術家やスタッフを招へいし年 1 回のプロデュース公演を行うといった
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状況に疑問を感じていたという。場所はあっても、演劇人の生活が保障されるわけではなく、「つくる」

「交流する」といった環境の重要性を訴え、卸町に 2002 年に誕生したのが 24 時間使える稽古場・10-

BOX だった。 

当初は、卸商組合の社長たちに説明する機会を得るものの、文化と距離のある状況の中で摩擦も多かっ

た。文化活動に倉庫を使いたいと訴えるも反応が鈍かったが、ある時、卸町の人々は「倉庫が空っぽであ

ることが恥ずかしい」ということに気づき、立場を転換して考えるようになったという。その後、倉庫の

魅力や活用方法を訴えるうち、行政ではなく卸商組合が、廃業した企業の跡地と倉庫を買い取り「自由に

使っていい」と提供してくれたことが大きな転機となったと語った。また八巻氏は、頂点を目指すような

活動にも、そこで押し潰されたり、はみ出したり、あるいは表には出ていないだけで、たっぷりと豊かな

世界が存在し、それらこそが重要であると述べた。 

 

吉川氏からは、2000 年代半ばには、市民とともに実施するアートプロジェクトやアートプロデュース

講座、市民が企業や倉庫を巡るツアー「へぇへぇウォーキング」、ダンス公演や朗読会などが展開された

経緯、次第に参加者にも、卸町で働くビジネスマンが加わるようになり、文化的な活動が可視化され、利

害を超えたビジョンが共有されていったことなどが説明された。 

 

続いて、協同組合仙台卸商センター元専務理事である武田要二氏からは、組合側の視点での話が語られ

た。卸町は、組合員と取引先関係者による閉じた社会であり、単機能であるがゆえに閉塞感を生んでい

た。そこで「閉じるから開く」へと舵を切り、リスクをとって街を開く選択をしたという。行政とは陳情

ではなく対話の場を重ね、武田氏自身は「卸町の翻訳者」としての役割を担った。 

「よくわからないけれど大事なのではないか」と述べる社長が現れたことをきっかけに化学反応が起

こり、町は自発的に動き始めたという。本来は卸業しか行うことができない地域での文化活動は、組合の

定款にもない事業で、さまざまな特別許可や法令の解釈を駆使しつつ実施された。その結果、人が変わ

り、町の空気が明るくなったという。2010 年頃には取り組みが軌道に乗り始めたが、その直後に東日本

大震災が発生。文化は、被災後の地域と人々を支える重要な要素となった。震災復興住宅に続き、2016

年には、組合も入居する卸町コミュニティプラザ「ほるせ」が開設され、現在は、卸売に加え、居住や文

化を軸としたまちづくりが進められている。 

 

吉川氏からは、文化行政において「質の高いものを提供する」というモノラルプレイの発想だけでは関

係者に閉じてしまうこと、卸町の豊かさは多様な人が交わることで異なる視座を獲得できる点にあるこ

とが指摘された。また八巻氏からは、関係性の構築と時間の重要性が強調された。 

 

また、活発な質疑応答も行われた。参加者からは、「提言」にある「わたしたちを広げ続ける社会を」

という 3 つ目の柱についての質問が出された。プロジェクトの代表である佐野から、北海道での勉強会

での指摘も踏まえ、「わたしたち」という言葉が持つ排他性やある種の傲慢さへの気づきが共有された。

吉川氏からは、文化は「階層や分断を反転させる力」を持つことが、具体例とともに語られた。また、価

値観の異なる人と向き合う際のコツについて、吉川氏は「ひたすら誠実に、熱意をもって対話すること」、

八巻氏は「キーパーソンを見極め、ターゲットを絞ってアプローチすること」を挙げた。 
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最後に 

卸町の事例は、文化が単なる「付加価値」ではなく、社会やまちを下支えする〈分母〉として機能しう

ることを、具体的な実践を通して示しているように感じた。関係性を丁寧に編み、時間をかけて対話を重

ねることで、かつて閉じていた街が開らかれ、豊かな関係性が生まれる――そのプロセスが、実例ととも

に説得力をもって語られた勉強会であった。 

参加者も、組合関係者、地域で暮らす人々、まちづくりに携わった方、文化施設の方、行政の方など実

に多彩であり、仙台における文化的な層の厚みを感じさせる場となった。また、今回の開催にあたりコー

ディネートを担ってくださったすずき佳子氏や吉川由美氏の、長年にわたる人のつながりと活動の積み

重ね、そして現場に向けられた熱意が、場全体に確かな手応えとして共有された。 

一方で、時間的な制約もあり、議論を十分に深めることができなかった点も残った。今回語られた卸町

の物語は 20～10 年以上前のものであり、これらの取り組みが次の世代にどのように受け継がれていくの

か、あるいは、今後はまったく異なる方法で町が形づくられていくのかについては、あらためて話を聞く

機会が得られればと願う。 

現状の課題や、今回話題となった異なる業界や考えの人をつなぐこと、コミュニティとの関係づくり

は、私自身の活動と重なる部分も多く、おおいに刺激を受け、励まされた会だった。 

 

 

追記 

勉強会の翌日には、「卸町へぇへぇウォーキングツアー」に参加した。12 月ではなかなかない寒さと大

雪に見舞われた一日であったが、日曜日にもかかわらず、すずき佳子氏、吉川由美氏の案内のもと、食器

や厨房機器を扱い東北最大級のショールームを持つ《瀬戸屋》の金野伸介会長と大江専務理事、1596 年

に錺金具の職人として創業し「火と水」の総合商社として事業を展開する《タゼン（田善）》の田中善一

会長、《せんだい演劇工房 10-BOX（および別館である能―BOX）》の吉川孝樹工房長が、説明してくださ

った。 

各所で、それぞれの歴史や家業にまつわる知識、卸町で積み重ねられてきた経験が惜しみなく語られ、

参加者が思わず「へぇ」と声を上げる場面が幾度もあった。単なる見学ツアーではなく、当時から現在に

至るまで連綿と続いてきた関係性や信頼の積み重ねが、町の風景の中から立ち上がってくるような時間

であった。 

本勉強会およびツアーに参加できたことは、卸町の取り組みを立体的に理解するうえで大きな意義が

あり、関係者の皆さまには、あらためて感謝の意を表したい。 

（文責：山本麻友美） 


